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★★★

　「主体的・対話
的で深い学び」を
充実させるため
の授業改善

★★

　体力の向上

★

　異学年交流や
地域との交流活
動を通した資質・
能力の育成

　　　　貫
　児童の「自分の
命は自分で守る」
力の育成

業
務
改
善

　　　貫
　働き方改革を
推進する

　　　　貫
　長時間勤務の
削減に向けた業
務改善

〇「児童と向き合う時間の確保」は，９２．３％の
Ａ評価であった。
〇「時間外在校等時間が月45時間以内の教職
員の割合」は，８３．３％でＢ評価となった。
○会議は終了時刻を意識して進めることができ
ている。ＩＣＴ活用により事務や授業準備の効率
化等を図っている。月の半ば頃，時間外在校等
時間が長くなっている職員に声をかけるようにし
た。長期休業中には，会議や研修の時間を集
中的に行い，まとめて休暇を取ることができるよ
うにした。

〇学年末や行事前等の多忙な時期
は放課後の時間確保や，退校時刻
の声かけは継続する。
〇職員から出された「業務改善案」
をできるところから取り組んでいく。
・配布物の厳選
・退校時刻の徹底
・教室施錠と消灯
・家庭学習の見直し
・不要な物を処分し，必要な物を分
かりやすく整頓　　など

○さらに教職員間で共通理解を図
り，統一して指導できるようにすると
ともに，学校全体でも５つの合言葉
に触れて指導する機会を増やす。
○「早寝」や「メディア」に課題がある
ことを知り，「寝ること」の重要性を，
保健便りや委員会活動等を通じて
継続的に啓発，指導するとともに，
懇談会等で保護者にも周知する。
○体力向上に向けた業間運動の継
続や技能習得のための体育科授業
を各学年で展開していく。また，重
点3種目においては２学期中に再計
測を行い，取組の効果をを確かめ
る。

○２学期以降もくれチャレンジマッチ
の強化週間を設定したり，業間運動
を継続したりする。各学年の記録や
順位を学校掲示することで，児童の
意欲向上をさせる。

〇昨年度に引き続き，３～６年生を中心に予習
を行った。その結果もあり，予習を行い，課題意
識を持って授業に取り組んでいるという児童の
肯定的な評価が高かった。しかし，教師の見取
りとしては，不十分な児童も多く，特に中学年な
どへの，書き方の指導や評価等，継続的な取り
組みが必要である。

○授業の中で自分の考えをもたせたり，全体で
交流したりすることで，自分とは異なる考えやそ
の良さに気付くことができてきている。しかし，自
分の考えがもちにくかったりそれを表現できにく
い児童もいる。

〇初見且つ学力テストのような形式（必要な情
報を取捨選択し，読み取って，計算したり説明し
たりする）の問題に課題がある児童が多い。

〇「分からないところに線を引く」「どこが
どのように分からないのか言葉で書く」
「自分なりに図や言葉を用いて説明す
る」等，学年に沿った予習のレベルを提
示し，学校全体で取り組んでいく。また，
クラス内，学校内で予習の様子を共有
することで，児童も教師も共通認識を図
り，学校全体での取り組みの向上を図
る。
○自分の考えをもてなかったり表現が
苦手な児童について，机間指導やノート
等のコメントで励ましたり声かけをしたり
しながら自信をもたせていきたい。

〇教科書の問題だけではなく，活用問
題テストを意識した授業づくりを行う。ま
た，ドリルタイムや広南タイムを活用し，
過去問（学年や学校の課題領域）に取り
組む。

d 中期（３年間）
経営目標

e 短期（今年度）
経営目標

　　　　貫
　９年間を通し
て，確かな学力
を育成する

m　今後の改善策（案）
（こう改善します（案））

　基本的生活習
慣の定着

　
　　　　貫
　子供の問いを
生かした「考える
授業づくり」

　　　貫
　自己有用感を
高め，活力を生
み出す学校をつ
くる
　

○学園運動会を通して，１年生から９年生までの交流
を深めることができた。各学年，教科の学習や総合
的な学習等で地域の方と関わったり指導していただ
いたりすることで，児童の感謝の気持ちが高まってい
る。

○中学校や地域の方と連携した防災教育の実施や
学級指導等を通して，「自分の命は自分で守る」とい
う意識を高めることができた。

○「土砂災害携帯マニュアル」の作成を通して，保護
者と一緒に避難場所や避難経路，警戒レベルについ
て確認することができた。

○学園朝会や異学年交流を設定し，交
流の場を増やしていきたい。また，引き
続き地域の方と連携し，各学年の実態
に合わせて交流を図っていく。

○避難訓練や学級指導等を通して，「自
分の命は自分で守る」という思いを維持
できるよう，継続して指導する。

○一時的な防災教育とならないよう，継
続的な指導と，家庭への情報発信を積
極的に行い，防災意識の向上を図る。

令和５年度　　結果の分析及び今後の改善策（案）

重点

（　中間 ・ 最終　）

　　　　貫
　礼節と挑戦心
を身に付け，健
やかでたくまし
い心と体を育成
する

○５つの合言葉を意識して生活する児童がほと
んどであるが，学年によって肯定的評価の割合
に差があった。

○どの学年も「早寝」に課題があり，就寝時間が
遅く，睡眠時間の短い児童が多い。
○「メディア」の時間も長くなっていることから，
就寝時間に影響していることが考えられる。

○重点3種目の技能及び体力向上に向けて，体
育科の授業改善を行った。また，業間運動を取
り入れ運動量を確保することによって，昨年度
に比べて記録の向上ができている。
○低学年の長座体前屈や２０ｍシャトルランに
課題が大きい。

○各学年でくれチャレンジマッチ５位以内を達成
することができた。学校全体でくれチャレンジ
マッチの強化月間を設定し，体育科の授業だけ
ではなく業間での長縄等の取組を行うことに
よって児童の記録向上への意欲も高まってい
る。

l　結果の分析
（結果と課題をこう考えます）

様式３－１


